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IDp − 1　 　 　 　 1tヤ P ・・チ ソ ウ勲 細麟 養系 1こ お け るチ a 　
一・プ リン 量灘 灘

　 　　　　　　 　　　　　　　
一一チ t，　一一プ リン 分 子の 毋解 一一

　　　　　　　　　　　　　　 福田裕穂 （阪 大 ・理 ・生物）

　　光合成細胞 として 分化 し た ヒ ャ クニ チ ソ ウ葉 肉細 胞 は 、オ
ー

キ シ ン とサ イ トカ イa ン の 存在 下 、

暗黒で 培養する と、分 轂及び tracheary　 elememt 分化 を開始す る 。 こ の 過程で 、チ ュ
ー

プ リン の 合 成

が 活性化 され 、 チ ュ
ーブ リン 量 の 増加 、そ れに伴 う徽 小 管 の 増加が お こ る （H．Fukuda ， PCP 、

1987， i駆 preSS）。今 團は 、チ ュ
ーt

プ リ ン 量調節 の 璽要 を 要紊で あ るS 解活性に つ い て 、徽小 管の 重

合 ・脱重合状 態 と の 関 達 に お い て 研 究 した 。

　 　 in　vivu で の チ ュ
ー

ブ リ ン の 彡｝解活性は 、 放射性メチ オ “ ン で パ ル ス チ ェ イス 後 、 チ ュ
ープ リ ン

分 子へ の ラ ベ ル の 取 り込 み を測定 し求め た 。 チ ュ
ープ リン の 同定は 、二 次元 電気泳動法 に より行な い 、

チ ュ
ーブ リン に 相 当す る ス ポ ッ トを切 り出 し ラ ペ ル を測定 し た 。

　 　 まず、チ ュ
ーブ リン の 分解活 性 が 微小 管 の 重合 状懇 と関連 して い る か ど うか を調 べ た 、チ ェ イ ス

時に 、徽小管破壊剤で ある コ ル ヒ チ ン を加 え て お くと、チ ュ
ーブ リン の 分 解 が 促 進 され た 。 チ ェ イ ス

後 9 時間 目に 、対照で は チ ュ
ープ リ ン の 分 解 が ほ とん ど見 られな い の に対 し、コ ル ヒ チ ン 処 理 し 急 鈿

胞で は 、
α 、βチ ュ

ーブ リン とも、そ の 75 ％ が 分解 し た 。 こ の コ ル ヒ チ ン に よ る 分 解 は 、チ ュ
ープ

リ ン に 特異的 で あ り、他の タ ン パ ク の ラベ ル 盤 は 変化 しな か っ た 。次に 、こ の コ ル ヒ チ ン の 作用が 數

小管破 壊に よ る もの で あ る こ とを確か め た。コ ル ヒチ ン （loe 岬）の 他に 、徽 小管破嬢剤 と して 知 られ

て い るア ミプ ロ ホ ス メ チ ル （11sM＞， プ ロ ピ ズ ア ミ ド（100　pN）， ク レ K7　一トQ 蝉）で処 理 し た と こ ろ 、

い ず れ も チ ュ
ーブ リン の 分 解を促 進 し た 。そ し て 、微 小 管 の 破 壌 をチ ュ

ープ リ ン 抗 体 を用 い た 間接 蛍

光抗体法に よ り調ぺ た と こ ろ 、薬剤 に よ る微小 管破 壌 の 程度 とチ ュ
ー

ブ リ ン 分解 の 程度の 間に強 い 相

関が み られ た 、 こ れ らの 結果 は 、徽小管 の 破壞が チ ュ
ーブ リン 分子 の 不安定化 を生み 畠す こ とを示 し

て い る ．

　　チ ェ イス 時 に コ ル ヒチ ン と岡時に シ ク ロ ヘ キ シ ミ ドを存在 さ せ る と、チ ュ
ーブ リ ン の 分 解が 抑 制

され た ． 間接蛍光抗体法で 調べ た とこ ろ 、シ ク ロ ヘ キシ ミ ド存在化で も黴小管 は 壊 れ で い た e し た が

っ て 、シ ク ロ ヘ キ シ ミ ド処理 は鍛小管を安定化す るの で な く、遊離 した

チ ュ
ープ リン の 分 解 を紡げて い るの だ と考えられ る。 こ の薬粥は タ ン パ

ク合成 阻害 剤 で あ る こ と か ら 、遊離チ ュ
ーブ リ ン を分 解 す る 因 子 が 継続

的に 合成され て お り、シ ク ロ ヘ キシ ミ ドは そ の 合 成を拂 え る こ と に よ り

チ ュ
ーブ リン を安定 に 保っ と思われ る 。

　　次 に v 培養過程に おけ る チ ュ
ーブ リ ン の 安定性 を調 べ た （図 1 ） 。

培養段階に 応 じて安定性が 大き く変 化 した 。 1 日自の 細 胞 で はチ ュ
ー

ブ

リ ン は 非常 に 安定 で あ る Φ 2 日目 に は か な り不安定 に な る。 4 日 目 に は

ち ょ う ど中間の 安定性 を示 した。チ ュ
ーブ リ ン が 最 も不安定 だ っ た の は、

徽小管が 量に お い て も配列に お い て も最 もダ イナ ミ ッ ク に 変 化 す る時期

で あ ok 。そ Uて 、こ の 不 安定｛匕もシ ク ロ ヘ キシ ミ ドは抑制 し た 。ま た 、

微小管確壤飜に よ る チ ュ
ープ リ ン の 分解 促 遊 は 最 も安 定 なチ ュ

ーブ 1）ン

をも っ 1 日 目の細胞 に お い で 顕著 で あ っ た 。 こ れ らの 結果 は、チ ュ
ー

ブ

リン の 安定 性 は die　 novo で 変化 して お り、微 小管 が ダ イナ ミ ッ ク に 変 勳

す る 時 に は 、チ ュ
ープ リ ン は 遊離 す る 機 会 が 噌 え、分解 さ れ易 くな る こ

とを示唆 して い る 。 そ し て 、醜 novo の チ ュ
ープ リン 分 解 に も継 続 的 に

合 成 さ れ る タ ン パ ク 性 の 因 子 が 関連 して い る と思 わ れ る。
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図 1 ・培 養過程 に お け る

　 チ ュ
ープ リ ン の 安 定性
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